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▲安全・安心が求められる学校施設

▲人権宣言 ｢共に生きよう　ふれあいのま
ち ｣モニュメント

宮宅　良

藤田　博

問　

小
・
中
学
校
施
設
整
備

指
針
に
基
づ
く
健
康
的
か
つ

安
全
で
豊
か
な
施
設
環
境
の

確
保
が
重
要
。整
備
計
画
は
。

答　

特
に
急
を
要
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
個

別
に
工
事
を
行
い
、
大
規
模

な
工
事
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
老
朽
度
や
整
備
の
緊
急
性

な
ど
を
勘
案
し
、
逐
次
、
整

備
を
進
め
て
い
る
。

問　

播
磨
西
小
学
校
の
安
全

性
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
状
況
は
。

答　

日
常
の
施
設
点
検
や
教

職
員
・
用
務
員
の
見
回
り
な

ど
を
通
じ
て
児
童
の
安
全
性

を
確
保
し
て
い
る
。
障
が
い

問　

本
人
通
知
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
一
部
の
悪
質

な
行
政
書
士
な
ど
が
「
職
務

上
請
求
書
」
を
使
っ
て
戸
籍

抄
本
、
住
民
票
な
ど
の
個
人

情
報
を
不
正
に
取
得
し
、
興

信
所
な
ど
に
売
買
し
て
不
当

な
身
元
調
査
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
る
状
況
を
危
惧
し
、

何
度
も
質
問
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
答
弁
は
、
本

人
通
知
制
度
に
つ
い
て
は
国

の
動
向
や
、
県
下
で
実
施
さ

れ
て
い
る
市
町
の
状
況
、
近

隣
市
町
の
動
向
、
住
民
か
ら

の
要
望
、
ま
た
個
人
情
報
保

護
条
例
や
情
報
公
開
条
例
と 

一

般

質

問

青雲21

新政会

小・中学校の施設整備計画は

本人通知制度の早期導入を

逐次、整備を進めている

制度導入を具体的に検討する

教育長

町　長

▲レアメタルなどが含まれる小型家電

▲ごみステーションに不法投棄されたごみ

岡田  千賀子

福原  隆泰

問　

ゴ
ミ
を
減
ら
し
資
源
循

環
型
社
会
を
構
築
し
て
い
く

た
め
、
国
は
本
年
４
月
「
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
を

施
行
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
携
帯
電
話
、
パ

ソ
コ
ン
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

ゲ
ー
ム
機
な
ど
に
含
ま
れ
る

レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）

な
ど
の
有
効
活
用
や
リ
サ
イ

ク
ル
率
向
上
の
た
め
小
型
家

電
回
収
を
。

答　

資
源
物
の
回
収
量
が

年
々
減
少
し
て
い
る
。
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
向
上
さ
せ
る
と

い
う
意
味
か
ら
、
廃
小
型
家

問　

自
治
会
で
は
地
区
外
な

ど
か
ら
の
ご
み
の
不
法
投
棄

に
困
っ
て
い
る
。
協
働
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自
治
会
と

の
関
係
を
重
視
す
る
町
は
、

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例

な
ど
で
罰
則
規
定
を
設
け
る

な
ど
し
て
、
自
治
会
の
課
題

解
決
を
支
援
す
る
べ
き
で
は
。

答　

自
治
会
員
個
々
の
苦
情

に
答
え
る
の
は
難
し
く
、
で

き
れ
ば
自
治
会
長
を
通
じ
て
、

連
合
自
治
会
の
事
務
局
を
担

う
住
民
グ
ル
ー
プ
に
声
を
上

げ
て
ほ
し
い
。罰
則
規
定
は
、

現
認
を
ど
う
行
う
か
、
体
制

づ
く
り
な
ど
に
課
題
が
あ
り
、

電
の
回
収
を
推
進
す
る
こ
と

も
一
つ
の
手
段
と
考
え
る
。

問　

回
収
時
の
課
題
は
。　

答　

携
帯
電
話
な
ど
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
、
持
ち

去
り
の
で
き
な
い
回
収
容
器

や
設
置
場
所
を
工
夫
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

国
が
再
資
源
化
基
準
・

安
定
的
な
処
理
・
広
域
性
な

ど
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し

た
事
業
者
と
し
て
認
定
す
る

「
認
定
事
業
者
制
度
」
に
よ

り
認
定
さ
れ
た
事
業
者
と
、

協
議
を
進
め
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

を①
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
な
ど
各

種
相
談
体
制
に
つ
い
て

②
Ｄ
Ｖ
相
談
共
通
シ
ー
ト
の

活
用
を

③
児
童
生
徒
の
相
談
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
活
用
に
つ
い
て

④
戸
籍
・
住
民
票
な
ど
の
本

人
通
知
制
度
を

▼
学
校
図
書
室
の
充
実
を

一

般

質

問

青雲21

新政会

資源循環型社会の構築を

環境条例に罰則規定を

リサイクル率の向上を考える

現状で改正は難しい

町　長

枡田理事

ここを　  うここを　  う問問町政

の
整
合
性
を
考
慮
し
て
検
討

す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
検
討
さ
れ
た
内

容
と
本
町
の
人
権
侵
害
お
よ

び
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答　

本
人
通
知
制
度
は
、
市

町
村
の
自
主
的
判
断
に
基
づ

く
個
人
情
報
に
関
す
る
自
治

事
務
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ

り
、
先
行
し
て
実
施
し
て
い

る
市
町
村
の
事
例
で
も
、
特

段
の
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

　

県
内
で
は
本
年
度
中
に
41

市
町
の
う
ち
20
市
町
が
実
施

さ
れ
る
と
聞
く
な
か
で
、
本

年
４
月
に
は
住
民
団
体
か
ら

「
本
人
通
知
制
度
の
早
期
導

入
」
の
要
望
書
を
受
理
。

　

本
人
通
知
制
度
は
、
個
人

情
報
の
保
護
や
人
権
侵
害
を

防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
手

段
で
あ
り
、
不
正
取
得
の
抑

止
力
も
あ
る
。
今
後
は
、
制

度
導
入
に
向
け
て
具
体
的
に

検
討
を
進
め
る
。

問　

通
知
制
度
の
内
容
は
。

答　

登
録
型
の
本
人
通
知
制

度
を
考
え
て
い
る
。

問　

制
度
導
入
の
時
期
は
。

答　

26
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

の
あ
る
児
童
が
入
学
す
る
場

合
は
、
可
能
な
限
り
ス
ロ
ー

プ
や
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
、
介
助

員
に
よ
る
人
的
な
支
援
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

要
援
護
者
用
の
備
蓄
状
況
は

今
年
度
に

購
入
し
て
い
る

町
長

問　

要
援
護
者
に
と
っ
て
特

別
な
備
蓄
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。現
在
の
備
蓄
状
況
は
。

答　

今
年
度
予
算
で
災
害
時

要
援
護
者
用
備
蓄
と
し
て
、

お
か
ゆ
、
栄
養
補
助
食
品
、

と
ろ
み
剤
、
野
菜
ス
ー
プ
、

栄
養
補
助
飲
料
、
救
急
箱
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
購
入

し
て
い
る
。

問　

身
体
や
症
状
に
合
わ
せ

て
い
る
な
ど
代
用
が
難
し
い

日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要

不
可
欠
な
器
材
な
ど
の
保
管

に
関
す
る
考
え
方
は
。

答　

要
援
護
者
の
ニ
ー
ズ
も

含
め
て
町
の
各
グ
ル
ー
プ
は

も
と
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
と
も
協
議
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
就
労
訓
練
活
動
支
援
状
況

▼
情
報
発
信
手
段
の
充
実
を

現
状
で
改
正
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

基
金
の
積
極
的
な
活
用
を

将
来
の
負
担
に

備
え
た
い

森
本
理
事

問　

14
の
基
金
（
貯
金
）
の

総
額
は
84
億
円
を
超
え
て
い

る
。
特
に
財
政
調
整
基
金
は

50
億
円
近
く
に
も
上
る
。
近

隣
を
確
認
す
る
と
明
石
市
約

45
億
円
、
加
古
川
市
約
47
億

円
、
高
砂
市
約
26
億
円
、
稲

美
町
約
20
億
円
に
比
べ
て
圧

倒
的
な
財
源
を
持
っ
て
い
る
。

景
気
を
上
げ
る
事
業
創
出
に

活
用
す
べ
き
で
は
。

答　

財
政
調
整
基
金
は
、
年

度
間
の
財
政
の
不
均
衡
を
補

っ
た
り
、
災
害
な
ど
急
な
支

出
に
対
応
す
る
も
の
で
、
最

低
で
も
30
億
円
は
確
保
し
て

お
き
た
い
。
他
市
町
の
財
政

の
や
り
繰
り
を
分
析
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
将
来
の
負
担

増
加
に
備
え
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
自
治
会
組
織
の
強
化
・
運

営
の
支
援
、
自
主
防
災
会
の

人
材
確
保
、
地
域
づ
く
り
活

動
を
担
う
人
材
育
成
・
青
少

年
の
健
全
育
成
な
ど
に
つ
い

て


